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認識されている（小西 2008； 飛鳥井 2008； 九鬼・柿木・高宮・前田 2001；Mitchel 
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& Dyregrov, 1993 山田訳 1996; 大岡・辻丸・大西・福山・矢島・前田 2006）。 
ボスニア・ヘルツェゴヴィナ紛争は民族浄化の大虐殺という悲劇を内包しており、ボスニア・
ヘルツェゴヴィナにおいても、数多くの研究がPTSDを報告している。表2は、日本及びボスニ 
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アにおけるPTSDを含む精神疾患の有病率を報告した研究をまとめたものである。川上（2006）
は、WHOの主導する国際的な精神・行動障害に関する疫学研究プロジェクトである世界精神







17.9％を報告したMollica, Sarajlic, Chernoff, Lavelle, Vukovic, & Massagli. (2001) は、
Mollica, McInnes, Sarajlić, Lavelle, Sarajlić, & Massagli. (1999) の３年後の追跡調査である
こと、17.6％を報告したHodgetts, Broers, Godwin, Bowering, & Hasanović. (2003) は、２次



















23％であり、17％の人が暴力による死を経験していた。Hasanović, Sinanoviæ, & Pavloviæ. 









も闘争の手段として使用される例が多々見られた（Zawati, 2007）。Henigsberg, Folnegović- 
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西モスタル地区の女性は28.3％であった。また、国外に難民となって逃れることができた人々






においてである。Hasanović, Sinanović, Selimbasić, Pajević, & Avdibegović. (2006) の研究で
は、SOS Childeren's Villageにいる孤児の81.3％にPTSDがあったことを報告している。また、






も2次的なPTSDが生じることが報告された。Klarić, Francisković, Klarić, Kvesić, Kastelan, 
Graovac, & Lisica. (2008) によれば、PTSDのある退役軍人の子供は夜驚、学校生活の問題、
抑うつが多く、PTSDを抱えている家族の存在が子どもの発達にも影響を与えることが考えら






Mollica et al. (2001) は、Mollica et al. (1999) の3年後の追跡調査であり、1996年の調査では
有病率は26.3％であるが、3年後の1999年の調査では17.9％であった。また、アメリカでは、





Matanov, Janković, McCrone, Ljubotina, Knezević, Kucukalić, Francisković, & Schützwohl. 












研究においても、Mollica et al. (1999) はPTSDと抑うつを合併している人を約21％と報告し、
Hasanović et al. (2006) は戦争による心的外傷を体験した子どもに22.6％の抑うつ症状を報告
している。また、Hasanović et al.(2005) では、学校におけるさまざまな問題行動が報告され、
教師によって子どもの13.8％に不安／抑うつ行動の存在が報告されている。Michel, Lundin, & 
Larsson. (2003) は、ボスニアで心的外傷体験をしたスウェーデン兵士は、任務後のメンタル










また忘れてはならないのは、戦争による頭部外傷の影響である。Terziæ, Meštroviæ, Ðogaš, 
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ションにかかる医療費は増大している（Kreutzer, Kolakowsky-Hayner, Ripley, Cifu, Rosenthal, 
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対して、Dybdahl (2001) やMooren, de Jong, Kleber, & Ruvic (2003) は、心理社会的プロ
グラムを実施している。Dybdahl (2001) の実施したプログラムでは、母親に対しては、PTSD
に関する教育、コーピング方略の強化を含むグループ訓練を実施、子どもに対しては、
International Child Development Program (ICDP) を実施するという心理社会的な介入を行
い、母親のメンタルヘルス、子どもの心理社会的機能やメンタルヘルスに対してポジティブな











（Everly & Mitchell, 1999 飛鳥井他訳 2004）。上述のボスニア・ヘルツェゴヴィナ紛争後
の心理的介入に関する研究の対比はそのまま、精神分析的心理療法対危機介入という心理介入
























Everly & Mitchell（1999 飛鳥井他訳 2004）改変
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